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間は、各年の 6-8 月である。 
 
表 1 ダウンスケーリングの初期・境界条件に用いた再解析データと気候モデルデータ 
 再解析データ 気候モデルデータ 
データ/
モデル 
JRA-25/JCDAS[8] MRI-AGCM3.2S[11] MIROC5[14] 
種類 再解析 大気モデル 大気海洋結合モデル 
期間 1979-2011 年  
(33 年) 
現在: 1979-2003 年 (25 年) 
将来: 2075-2099 年 (25 年) 
現在: 1981-2000 年 (20 年)
将来: 2081-2099 年 (19 年)
シナリオ - SRES A1b RCP4.5 
解像度 1.25°/6 h 20km/6 h 1.4°/6 h 
ネスティ
ング 
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共同開発した MIROC5 の現在気候と将来気候(21 世紀末)である(表１)。MRI-AGCM は現在気候の再
現性を重視した大気モデルで、水平格子間隔は 20km である。MIROC5 は、第 5 期結合モデル相互
比較計画(CMIP5)に提出された気候モデルの一つであり、気候変動に関する政府間パネル(IPCC)







ターのスーパーコンピュータ SX-9 で行った。各年の 6-8 月の 3 ヶ月分の JRA-25(MRI-AGCM, 
MIROC5)の 2(1)段階のダウンスケーリングにかかる時間は、ノード内の 8CPU(ジョブクラス p8)を
用いた MPI による並列処理で、約 25(12)時間である。この計算を JRA-25 については 33 年分、




(1) CMIP5 の気候モデル群における MRI-AGCM と MIROC5 の位置づけ 
まず、気候モデルデータそのものを用いて、ヤマセの発生要因となるオホーツク海高気圧の変
動を中心に、CMIP5 の気候モデル群(47 個)における MRI-AGCM と MIROC5 の現在気候(1979-2003





平均場(30-62 N、120-165 E)の比較。（左）JRA-25 に対する領域平均バイアスと平均場の 2乗平
均平方根誤差。(右)空間相関と差の標準偏差を関連づける Taylor Diagram。灰色の点は、MIROC5
以外の CMIP5 の各モデルの結果で、濃い灰色の点はバイアスが-1hPa から 1hPa の間にあるものを
示す。 
 
次に、21 世紀末のデータが存在する CMIP5 の気候モデル(39 個, MIROC5 を含む)と MRI-AGCM に
ついて、オホーツク海高気圧の将来変化を調べた(図 2)。オホーツク海高気圧の発達の指標とし
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てよく用いられるオホーツク海高気圧インデックス(オホーツク海での領域平均海面気圧)の変化
を見ると、80%以上の気候モデルがオホーツク海高気圧インデックスの下降を示し、その中に




図 2 オホーツク海高気圧インデックスの将来変化 (将来気候平均と現在気候平均の差)。増加
するものから順に並べた。 
 
一方、MRI-AGCM と MIROC5 のシナリオの違いについて検討した。MRI-AGCM のシナリオは、SRESA1b











図 3 現在気候(1981-1999)に対する 21 世紀末(1981-2099 年)の 6-8 月平均の気温の将来変
化。(左)MRI-AGCM、（右）MIROC5。 
 
以上の結果より、MRI-AGCM と MIROC5 の特徴は下記のようにまとめられる。1)オホーツク海高
気圧の変動や空間分布に関して、現在気候の再現性のよいモデル群に属し、MRI-AGCM、MIROC5 の
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順で現在気候の再現性がよい。 2)オホーツク海周辺の海面気圧の将来変化はやや減少となってお
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 図 5 ヤマセインデックスの頻度分布の将来変化。 横軸がヤマセインデックス、縦軸がヤマセイ
ンデックスの各レンジの変化(%)。青い点線が現在気候の 1標準偏差を示す。 
 
表 2  現在気候の１標準偏差を越えるときのヤマセインデックスの平均値と頻度 
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ヤマセと冬季モンスーンの先進的ダウンスケール研究」(代表 岩崎俊樹)の一環として実施した。 
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